












2022２月

３月

４月

４月

日本行動分析学会ニューズレター寄稿　我が国における発達障害の早期支援-そのアウトカムと社会実装-
̶ABAに基づいた発達支援の選択肢を親子に届けるために̶共同代表 熊仁美 

Forbes５月号「優れた非営利団体30選」に選出 

「発達が気になる子育て・曲折浮沈すごろく」を公開

書籍出版（熊・竹内共著）「できる」が増える!
「困った行動」が減る! 発達障害の子への言葉かけ事典」 

活動実績 2021年度財務報告

20202月

3月

4月

6月

6月

6月

7月

8月

11月

江戸川区発達相談・支援センターキックオフシンポジウム開催

「テクノロジー×福祉が描く未来社会～臨床の知の体系化を目指して～」開催
RISTEX科学技術イノベーション政策のための科学研究開発プログラム公開シンポジウム

江戸川区発達相談・支援センター開所

みてね基金「発達障害児と保護者のための駆込み発達相談プラットフォームの構築」 採択 

READYFOR新型コロナウィルス感染症：拡大防止活動基金 採択 

READYFOR休眠預金活用基金 採択 

クラウドファンディング達成【コロナに負けない。駆込み発達相談プラットホームを立ち上げたい】 

行動分析学会第38回年次大会「臨床現場で求められる実践家の育成」発表 

江戸川区発達相談・支援センターバーチャル見学ツアー・オンライン講演会開催 

2021２月

２月

４月

５月

５月

５月

10月

12月

12月

12月

「オープンサイエンスに基づく発達障害支援の臨床の知の
体系化を通じた科学技術イノベーション政策のための提言」
第2回シンポジウム「テクノロジー×福祉が描く未来社会～子どもを中心としたデータ利活用を目指して～」開催 

公認心理師の会ワークショップ
「親子共学型プログラム「ぺあすく」を学ぶ -応用行動分析(ABA)に基づいた早期支援」 

オンライン発達相談サービスkikottoリリース 

朝日新聞出版AERA 2021年5月24日増大号巻頭特集
「発達障害「困りごと」改善の新機軸」に掲載 

新公益連盟の幹事団体に就任 

RISTEXによる【SOLVE for SDGs】の
プログラムアドバイザーに共同代表竹内就任 

「Industry Co-Creation（ICC）サミット KYOTO 2021」にて共同代表竹内登壇 

公認心理師の会専門委員に共同代表熊就任 

「オープンサイエンスに基づく発達障害支援の臨床の知の
体系化を通じた科学技術イノベーション政策のための提言」
第3回シンポジウム「テクノロジー×福祉が描く未来社会～子どもを中心としたデータ利活用を目指して～」

NHK番組でこぼこポン！の原案　共同代表竹内担当

クラウド

ファンディングからの

みなさんの応援が

形になりました！

掲載されました！

2020年からの主な活動実績を紹介します。

　特定非営利活動法人ADDSは「発達支援が必要なすべての人が、自分らしく学び、希望をもって

生きていける社会をともに実現します」というミッションを掲げ活動しています。利益は継続的に

支援と研究を続けていく為に必要不可欠なものであると考え、本ページにおいて財政情報の開示

を行い、経営の透明性を高めてまいります。

データの前提

以上、NPO会計基準に従ってご報告いたします。
ADDSは今後も財務の健全化と透明性に努めてまいります。

科目

経常外収益
経常外収益計

経常外費用
経常外費用計

当期経常増資額
前期繰越正味財産額
法人税、住民税及び事業税
次期繰越正味財産額

金額

0
0

0
0

5,820,293
63,949,128
203,300

69,566,121

科目

経営収益

経営収益計
経営費用

経営費計

金額

7,969,650
254,137,848
10,170,000
243,967,848
83,392,765
13,106,616
63,575,201
6,710,948
38,068

345,538,331
327,091,411
12,626,627
339,718,038

1 受領寄付金
2 受領助成金等
　　受取補助金等 
　　指定管理収入 
3 事業収益
　　支援者育成事業 
　　障害児通所支援
　　収益事業 
4 その他の収益

1 事業費
2 管理費

2021年度活動計算書 （単位：円）

正味財産増減額（単位：万円）

　2020年度から2021年度にかけてご支援いただいた助成金を利
用して、全国どこからでもお子様の発達について専門家に相談できる
オンライン発達相談サービスを正式に2021年4月にリリースする
ことができました。会計上、助成期間が年度をまたいでおり、収益が
2020年度に計上され、一部2021年度にその費用が発生しているため、
2021年度の正味財産増減額は約582万円となりました。皆様に広く
ご支持とご支援を賜りましたこと、心より御礼申し上げます。これ
からも、収益の安定化を目指し、継続的な事業の運営に役立てて
まいります。 
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　経常収益に関しましては、2021年度は34,554万円となり前年度と同じ
水準を維持しました。収益規模拡大により、2020年度よりガバナンスの
強化が課題となり、理事会において外部アドバイザーを増やし内部の
制度改定をすすめております。事業につきましては、指定管理事業、
障害児通所支援事業の安定的な運営とともに、制度化されていない部分
の課題に対してもご寄付や助成金を活用し、ミッション達成に向けてより
精進してまいります。引き続き、皆様のご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い
いたします。 

経常収益の推移（単位：万円）
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S y m p o s i u m

W e  w i l l  c o n t i n u e  t o  r u n !








